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一

乾
元
元
年

(

七
五
八)

秋
、
杜
甫
は
王
維
の�
川
荘
近
隣
に
あ
る
崔
氏
の
草
堂
を
訪
れ
て
い
る
。

崔
氏
東
山
草
堂

崔
氏
が
東
山
草
堂

杜
甫

愛
汝
玉
山
草
堂
靜

高
秋
爽
氣
相
鮮
新

愛
す

汝
が
玉
山
の
草
堂
の
静
か
に
し
て

高
秋
の
爽
気

相
鮮
新
な
る
を

有
時
自
發
鐘
磬
響

落
日
更
見
漁
樵
人

時
有
り
て
自
ら
発
す

鐘
磬
の
響
き

落
日

更
に
見
る

漁
樵
の
人

盤
剥
白
鴉
谷
口
栗

飯
煮
青
泥
坊
底
芹

盤
に
は
剥
ぐ

白
鴉
谷
口
の
栗

飯
に
は
煮
る

青
泥
坊
底
の
芹

何
爲
西
莊
王
給
事

柴
門
空
閉
鎖
松�
何
為

な
ん
す

れ
ぞ

西
荘
の
王
給
事

柴
門
空
し
く
閉
じ

松�
を
鎖
ざ
す

(『

杜
詩
詳
註

(

１)』

巻
六)

崔
氏
の
草
堂
で
の
秋
の
景
観
と
食
事
を
楽
し
む
詩
で
あ
る

(

２)

。
尾
聯
の
王
給
事
は
、
給
事
中
の
官
に
あ
っ
た
王
維
を
指
す
。
杜
甫
は
こ
こ

で
、
西
荘
の
王
給
事
中

(

維)

が
、
ど
う
し
た
こ
と
か
柴
の
門
に
鍵
を
下
ろ
し
、
風
雅
な
松
や
竹
を
閉
じ
こ
め
て
い
る
、
と
訝
し
ん
で

い
る
。
こ
の
尾
聯
の
表
現
か
ら
察
す
る
に
、
時
に
王
維
は�
川
荘
に
居
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

杜
詩
が
詠
ま
れ
て
か
ら
間
も
な
く
、
同
年
冬
に
王
維
は�
川
荘
を

｢

喜
捨｣
し
寺
と
し
た

(

３)

。�
川
荘
は
王
維
に
と
っ
て
大
切
な
山
荘

で
あ
っ
た
。
裴
迪
と

｢�
川
集｣

(『

王
右
丞
文
集

(

４)』

巻
四)

を
同
詠
し
、
崔
興
宗
や
盧
象
な
ど
親
友
た
ち
と
の
交
遊
の
場
で
あ
り
、
宮
廷

生
活
で
疲
れ
た
身
を
癒
す
場
所
で
も
あ
っ
た
。
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�
川
荘
を
手
放
す
約
一
年
前
、
王
維
は
賊
軍
に
陥
っ
た
罪
を
問
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、｢

菩
提
寺
禁
、
裴
迪
來
相
看
説
。
逆
賊
等

凝
碧
池
上
作
音
樂
、
供
奉
人
等
舉
聲
便
一
時
涙
下
。
私
成
口�
、
誦
示
裴
迪｣

詩

(『

王
右
丞
文
集』

巻
六)

が
粛
宗
に
嘉
さ
れ
、
ま
た
、

弟
王
縉
が
免
罪
を
懇
願
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
処
罰
は
軽
減
さ
れ
許
さ
れ
て
い
る

(『

旧
唐
書』

巻
一
九
〇
、
本
伝)

。
だ
が
、
以
後
の
王
維

は
自
身
の
犯
し
た
罪
に
苦
悩
し
続
け
、
仏
道
修
養
に
救
い
を
求
め
る
日
々
を
送
っ
て
い
た

(

５)

。
そ
し
て
、
母
を
弔
い
仏
法
を
奉
じ
て
国
恩

に
報
い
る
、
と
い
う
理
由
で�
川
荘
を
手
放
し
た
の
で
あ
る
。

王
維
が
仏
教
を
信
仰
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
な
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
し
か
し
、
母
の
追
善
と
言
い
な
が
ら
も
、
天
宝
九
載(

七
九
〇)

の
そ
の
死
か
ら
は
八
年
の
隔
た
り
が
あ
り
、
王
維
の
行
為
は
、
果
た
し
て
真
に
純
粋
な
宗
教
行
為

｢

喜
捨｣

と
呼
べ
る
も
の
で
あ
る
の

か
大
い
に
疑
念
が
持
た
れ
る
。

二

ま
ず
、
王
維
が�
川
荘
を
喜
捨
す
る
こ
と
を
記
し
た

｢

請
施
莊
爲
寺
表｣

(『

王
右
丞
文
集』

巻
七)

を
検
討
し
て
み
よ
う
。

臣
維
稽
首
。
臣
聞
罔
極
之
恩
、
豈
有
能
報
。
終
天
不
返
、
何
堪
永
思
。
然
要
欲�
有
所
爲
、
自
寛
其
痛
、
釋
教
有
崇
樹
功�

、
弘

濟
幽
冥
。
臣
亡
母
故
博
陵
縣
君
崔
氏
、
師
事
大
照
禪
師
三
十
餘
歳
、
褐
衣
蔬
食
、
持
戒
安
禪
、
樂
住
山
林
、
志
求
寂
靜
。
臣
遂
於

藍
田
縣
營
山
居
一
所
。
草
堂
精
舎
、
竹
林
果
園
、
並
是
亡
親
宴
坐
之
餘
、
經
行
之
所
。
臣
往
丁
凶
釁
、
當
即
發
心
、
願
爲
伽
藍
、

永
劫
追
福
。
比
雖
未
敢
陳
請
、
終
日
常
積
懇
誠
。
又
屬
元

(
６)

聖
中
興
、
群
生
受
福
。
臣
至
庸
朽
、
得
備
周
行
、
無
以
謝
生
、
將
何
答

施
。
願
獻
如
天
之
壽
、
長
爲
率
土
之
君
。
唯
佛
之
力
可
憑
、
施

(

７)

寺
之
心
轉
切
。
効
微
塵
於
天
地
、
固
先
國
而
後
家
。
敢
以
鳥
鼠
私

情
、
冒
觸
天
聽
。
伏
乞
施
此
莊
爲
一
小
寺
。
兼
望
抽
諸
寺
名
行
僧
七
人
、
精
勤
禪
誦
、
齋
戒
住
持
、
上
報
聖
恩
、
下
酬
慈
愛

(

８)

。
無

任
懇
款
之
至
。

臣
維
稽
首
す
。
臣
聞
く

罔
極
の
恩
、
豈
に
能
く
報
い
る
こ
と
有
ら
ん
や
と
。
終
天
返
ら
ざ
れ
ば
、
何
ぞ
永
思
に
堪
へ
ん
。
然
れ
ど
も
要も

し
強
い
て
為
す
所
有

り
て
、
自
ら
其
の
痛
み
を
寛
う
せ
ん
と
欲
せ
ば
、
釈
教
に
功
徳
を
樹
つ
る
を
崇
び
、
弘
く
幽
冥
を
済す

く

ふ
こ
と
有
り
。
臣
が
亡
母
故
博
陵
県
君
崔
氏
、
大
照
禅
師

に
師
事
す
る
こ
と
三
十
餘
歳
、
褐
衣
蔬
食
し
、
戒
を
持
し
禅
に
安
ん
じ
、
山
林
に
住
む
を
楽
し
み
、
志
は
寂
静
を
求
む
。
臣
遂
に
藍
田
県
に
山
居
一
所
を
営
み

王
維
の�
川
荘

｢

喜
捨｣

と
宦
官
李
輔
国
の
専
横
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ぬ
。
草
堂
精
舎
、
竹
林
果
園
、
並
び
に
是
れ
亡
親
の
宴
坐
の
餘
、
経
行
の
所
な
り
。
臣
往
に
凶
釁
に
丁あ

た

り
、
当
即

た
だ
ち

に
発
心
し
、
伽
藍
と
為
し
、
永
劫
追
福
せ
ん

と
願
ふ
。
比さ

き

に
未
だ
敢
へ
て
陳
請
せ
ざ
る
と
雖
も
、
終
日
常
に
懇
誠
を
積
む
。
又
た
元
聖
の
中
興
に
属
し
、
群
生

福
を
受
く
。
臣
は
至
っ
て
庸
朽
に
し
て
、

周
行
に
備
ふ
る
を
得
る
も
、
以
て
生
に
謝
す
る
こ
と
無
く
ん
ば
、
将は

た
何
を
か
答
施
せ
ん
。
願
は
く
は
如
天
の
寿
を
献
じ
、
長

と
こ
し
へ

に
率
土
の
君
と
為
ら
ん
こ
と

を
。
唯
だ
仏
の
力
の
み
憑
る
可
く
、
寺
に
施
す
の
心
転
た
切
な
り
。
微
塵
を
天
地
に
効い
た

し
、
固
よ
り
国
を
先
に
し
て
家
を
後
に
す
。
敢
へ
て
鳥
鼠
の
私
情
を
以

て
、
天
聴
を
冒
触
せ
ん
。
伏
し
て
乞
ふ
、
此
の
荘
を
施
し
て
一
小
寺
と
為
さ
ん
こ
と
を
。
兼
ね
て
望
む
、
諸
寺
の
名
行
僧
七
人
を
抽
き
、
精
勤
禅
誦
、
斎
戒
住

持
せ
し
め
、
上
に
は
聖
恩
に
報
ひ
、
下
に
は
慈
愛
に
酬
ひ
ん
と
。
懇
款
の
至
り
に
任た

ふ
る
無
し
。

王
維
は
、
こ
の
文
の
冒
頭
に
、
母
の
限
り
な
い
愛
情
に
は
本
来
報
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
亡
く
な
っ
た
今
、
悲
し
み
に
耐
え
ら
れ

ず
仏
教
に
救
い
を
求
め
る
の
だ
と
言
う
。
続
い
て
、
母
崔
氏
が
大
照
禅
師

(

普
寂
、『

旧
唐
書』

巻
一
九
一
、
本
伝)

に
三
十
数
年
間
師
事
し
、

仏
道
修
養
す
る
母
の
た
め
に
藍
田
県
に�
川
荘
を
営
ん
だ
こ
と
を
記
す
。
そ
し
て
、
山
荘
が
母
の
仏
道
修
養
の
場
で
あ
っ
た
こ
と
を
述

べ
、
母
の
死
に
見
舞
わ
れ
た
際
、
伽
藍
と
し
母
の
冥
福
を
祈
り
た
い
と
願
っ
て
い
た
が
、
当
時
は
願
い
出
ず
に
い
た
こ
と
を
記
し
て
い

る
。前

述
し
た
よ
う
に
、
母
の
死
か
ら�
川
荘
を
寄
進
す
る
ま
で
に
約
八
年
の
歳
月
が
過
ぎ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
上
表
文
の
内
容
か
ら

す
る
と
、
母
の
逝
去
直
後
に�
川
荘
を

｢

喜
捨｣
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
母
の
追
善
の
た
め
に�
川
荘
を
手
放
し
た
こ
と
が
了
解
さ
れ
る

が
、
な
ぜ
八
年
の
歳
月
が
経
っ
て
か
ら
な
の
か
、
と
の
疑
念
が
残
る
。

上
表
文
の
続
き
に
は
、
粛
宗
の
中
興
に
当
た
り
、
民
衆
は
福
を
享
受
し
、
王
維
は

(

罪
を
許
さ
れ
再
び)

朝
廷
に
出
仕
す
る
こ
と
と

な
り
、
そ
の
恩
に
報
い
る
に
は
自
分
の
生
命
を
手
放
し
て
も
よ
い
と
、
こ
の
上
な
い
謝
辞
を
述
べ
る
。
そ
し
て
、
粛
宗
が
天
寿
を
保
ち
、

永
久
に
唐
朝
の
天
子
で
あ
る
こ
と
を
願
い
、
自
分
は
仏
法
に
す
が
り
寺
院
に
施
し
を
し
た
い
気
持
ち
が
弥
増
し
て
い
る
と
し
た
上
で
、

国
事
を
先
に
し
家
事
を
後
に
す
る
と
言
う
。

こ
こ
で
王
維
は
、
先
ほ
ど
ま
で
は
、
亡
母
の
弔
い
を
述
べ
て
い
た
が
、
話
は
粛
宗
に
及
び
国
家
に
尽
力
し
た
い
旨
を
述
べ
て
い
る
。

純
粋
に
母
の
弔
い
の
た
め
に�
川
荘
を
手
放
し
た
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
事
を
果
た
し
て
述
べ
る
必
要
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

上
表
文
の
残
り
の
部
分
に
は
、�
川
荘
を
一
小
寺
に
し
、
僧
侶
七
名
を
招
き
座
禅
読
経
し
て
仏
法
を
守
り
、
上
に
は
粛
宗
の
恩
に
報

い
、
下
に
は
母
の
愛
情
に
報
い
た
い
と
望
ん
で
い
る
こ
と
を
述
べ
て
結
ば
れ
る
。
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こ
の｢

請
施
莊
爲
寺
表｣

に
は
、�
川
荘
を
手
放
し
寺
と
す
る
理
由
と
し
て
、
母
の
追
善
だ
け
で
な
く
粛
宗
へ
の
報
恩
に
も
言
及
し
、

国
事
を
先
に
し
家
事
を
後
に
す
る
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

時
は｢
請
施
莊
爲
寺
表｣

が
書
か
れ
る
約
半
年
前
に
遡
る
。
王
維
は
賊
軍
に
陥
っ
た
罪
を
問
わ
れ
た
が
、
弟
王
縉
が
免
罪
を
懇
願
し
、

給
事
中
か
ら
太
子
中
允
に
降
格
さ
れ
る
処
分
で
済
ん
で
い
る

(『

旧
唐
書』

巻
一
九
〇
、
本
伝)

。
そ
の
際
書
か
れ
た

｢

謝
除
太
子
中
允
表｣

が
あ
り
、
そ
こ
に
は
王
維
が
ひ
た
す
ら
自
身
の
罪
を
責
め
、
官
を
辞
し
仏
道
修
養
に
専
心
し
た
い
旨
が
切
々
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

臣
聞
食
君
之
祿
、
死
君
之
難
。
當
逆
胡
干
紀
、
上
皇
出
宮
、
臣
進
不
得
從
行
、
退
不
能
自
殺
。
情
雖
可
察
、
罪
不
容
誅
。
…
…
免

臣
釁
鼓
之
戮
、
投
書
削
罪
、
端
衽
立
朝
。
…
…
伏
謁
明
主
、
豈
不
自�
於
心
。
仰
廁
勲
臣
、
亦
復
何
施
其
面
。
…
…
伏
願
陛
下
中

興
、
逆
賊
殄
滅
、
臣
即
出
家
修
道
、
極
其
精
勤
、
庶
裨
萬
一
。
…
…
臣
得
奉
佛
報
恩
、
自
寛
不
死
之
痛
。

臣
聞
く

君
の
禄
を
食は

ま
ば
、
君
の
難
に
死
す
と
。
逆
胡
の
紀の

り

を
干を

か

し
、
上
皇
宮
を
出
づ
る
に
当
た
り
、
臣
進
み
て
は
従
行
す
る
を
得
ず
、
退
き
て
は
自
殺
す

る
能
は
ず
。
情
は
察
す
可
し
と
雖
も
、
罪
は
誅
を
容ゆ

る

さ
れ
ず
。
…
…
臣
の
鼓
に
釁ち

ぬ

る
の
戮
を
免
れ
し
め
、
書
を
投
じ
罪
を
削
り
、
衽
を
端た

だ

し
朝
に
立
た
せ
た
ま

ふ
。
…
…
伏
し
て
明
主
に
謁ま

み

ゆ
る
に
、
豈
に
自
ら
心
に
愧
ぢ
ざ
ら
ん
や
。
仰
ぎ
て
勲
臣
に
廁ま

じ

は
る
に
、
亦
た
復
た
何
を
か
其
の
面
に
施
さ
ん
。
…
…
伏
し
て
願

は
く
は
陛
下
中
興
し
た
ま
ひ
、
逆
賊
殄
滅
し
、
臣
即
ち
出
家
修
道
し
、
其
の
精
勤
を
極
め
、
万
一
を
裨

お
ぎ
な

ふ
に
庶ち

か

か
ら
ん
こ
と
を
。
…
…
臣
奉
仏
報
恩
す
る
こ
と

を
得
ば
、
自
ら
不
死
の
痛
み
を
寛
う
せ
ん
。

(『

王
右
丞
文
集』

巻
七)

王
維
の
こ
の
上
表
文
は
、
賊
軍
の
手
に
陥
っ
た
自
分
の
罪
が
死
に
値
す
る
こ
と
を
述
べ
、
粛
宗
に
そ
の
罪
を
許
さ
れ
た
も
の
の
、
厳
し

く
自
ら
を
責
め
る
内
容
で
あ
り
、
奉
仏
報
恩
す
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
表
が
書
か
れ
て
後
、
王
維
は｢

彌
加
進
道
、
端
坐
虚
室
、

念
茲
無
生

(

弥い
よ

い
よ
道
に
進
む
こ
と
を
加
へ
、
虚
室
に
端
坐
し
、
茲
の
無
生
を
念
ふ)

。｣
(

王
縉

｢

進
集
表｣

『

王
右
丞
文
集』

巻
一)

、｢

在
京
師
日
飯
十
數

名
僧
、
以
玄
談
爲
樂
。
齋
中
無
所
有
、
唯
茶
鐺
、
藥
臼
、
經
案
、
繩
床
而
已
。
退
朝
之
後
、
焚
香
獨
坐
、
以
禪
誦
爲
事

(

京
師
に
在
っ
て

日
に
十
数
の
名
僧
に
飯
し
、
玄
談
を
以
て
楽
し
み
と
為
す
。
斎
中
に
有
る
所
無
く
、
唯
だ
茶
鐺
、
薬
臼
、
経
案
、
縄
床
の
み
。
退
朝
の
後
、
香
を
焚
き
独
坐
し
、
禅
誦

を
以
て
事
と
為
す)

。｣
(『

旧
唐
書』

巻
一
九
〇
、
本
伝)

と
い
う
厳
粛
な
仏
道
修
養
の
日
々
を
送
っ
た
。｢

謝
除
太
子
中
允
表｣

に
見
え
る
よ
う

に
、
私
生
活
で
は
仏
法
を
信
奉
し
修
養
に
邁
進
し
て
い
た
が
、
官
界
で
は
太
子
中
允
、
集
賢
殿
学
士
、
太
子
中
庶
子
、
中
書
舎
人
に
累

遷
し
、
秋
に
は
給
事
中
に
就
任
し
て
い
る

(

９)

。
そ
し
て
、
半
年
後
の
冬
に
前
述
し
た

｢
請
施
莊
爲
寺
表｣

が
書
か
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
で
あ
れ
ば
、
王
維
が

｢

請
施
莊
爲
寺
表｣

に
母
の
追
善
の
た
め
に
喜
捨
し
た
こ
と
を
述
べ
る
だ
け
で
な
く
、
後
半
で
粛
宗
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の
こ
と
に
言
及
し
た
部
分
に
は
、｢

謝
除
太
子
中
允
表｣

の
内
容
と
少
し
く
心
境
に
変
化
が
兆
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。｢

謝

除
太
子
中
允
表｣

で
は
、
ひ
た
す
ら
自
身
を
責
め
奉
仏
報
恩
の
心
を
述
べ
る
が
、
以
後
も
王
維
は
引
退
せ
ず
官
界
に
残
っ
た
点
を
考
慮

す
る
と
、｢
請
施
莊
爲
寺
表｣

が
書
か
れ
た
時
、
粛
宗
の
恩
に
報
い
る
た
め
に
仏
法
を
奉
じ
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、｢

微
塵
を
天
地
に
効

し
、
固
よ
り
国
を
先
に
し
て
家
を
後
に
す｣

と
微
力
を
尽
く
し
て
国
事
に
努
め
よ
う
と
す
る
考
え
が
、
少
な
か
ら
ず
王
維
の
心
に
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
。�
川
荘
を
手
放
し
た
理
由
に
、
母
の
追
善
や
粛
宗
へ
の
報
恩
を
挙
げ
る
が
、
そ
れ
は
母
が
逝
去
し
て
八
年
後
の
こ

と
で
あ
り
、
や
は
り
不
自
然
で
あ
る
。
こ
の
時
、
王
維
に
は�
川
荘
を
手
放
さ
ね
ば
な
ら
な
い
も
う
一
つ
の
理
由
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

三

王
維
が�
川
荘
を
手
放
し
た
第
三
の
理
由
は
何
か
。
筆
者
は
そ
の
解
明
の
糸
口
を
、
王
維
が
復
官
し
た
当
時
の
政
治
情
勢
及
び
交
友

関
係
に
お
い
て
考
え
て
み
た
い
。

乾
元
元
年
春
、
王
維
は
太
子
中
允
と
し
て
官
界
に
戻
っ
た
が
、
前
節
の

｢

謝
除
太
子
中
允
表｣

で
見
た
よ
う
に
、
王
維
は
安
禄
山
の

賊
軍
に
陥
っ
た
罪
に
苛
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
王
維
に
左
拾
遺
の
官
に
あ
っ
た
杜
甫
が
詩
を
贈
っ
て
い
る

(�)

。

奉
贈
王
中
允
維

王
中
允
維
に
奉
贈
す

杜
甫

中
允
聲
名
久

如
今
契
闊
深

中
允

声
名
久
し
く

如
今

い

ま

契
闊
深
し

共
傳
收�
信

不
比
得
陳
琳

共
に
伝
ふ�
信
を
収
め

陳
琳
を
得
る
に
比
せ
ず
と

一
病�
明
主

三
年
獨
此
心

一
病

明
主
に
縁
り

三
年

此
の
心
に
独よ

る

窮
愁
應
有
作

試
誦
白
頭
吟

窮
愁

応
に
作
有
る
べ
し

試
み
に
誦
せ

白
頭
吟
を

(『

杜
詩
詳
註』

巻
六)

第
二
聯
に
は
、
南
朝
梁
の
侯
景
の
乱
時
、
元
帝
の
下
に
逃
げ
帰
り
、
救
わ
れ
て
御
史
中
丞
と
な
っ
た�
信

(『

周
書』

巻
四
一
、
本
伝)

を

王
維
に
喩
え
、
袁
家
を
滅
ぼ
し
た
曹
操
が
袁
紹
の
旧
臣
の
陳
琳
を
登
用
し
た

(『
三
国
志』

魏
書
巻
二
一
、
本
伝)

こ
と
な
ど
及
ば
な
い
と
言

い
、
第
三
聯
に
は
王
維
が
一
心
に
節
を
守
っ
た
こ
と
を
讃
え
る
よ
う
で
あ
る
。
結
句
の

｢

白
頭
吟｣

に
つ
い
て
、
吉
川
幸
次
郎
氏
は
鮑
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照
の

｢

白
頭
吟｣

(『

文
選』

巻
二
八)

を
指
摘
し
て
い
る

(�)

。｢

白
頭
吟｣

の
初
め
に

｢

直
如
朱
絲
繩

清
如
玉
壺
冰

(

直
き
こ
と
朱
糸
の
縄
の

如
く

清
き
こ
と
玉
壺
の
氷
の
如
し)｣

と
、
清
ら
か
な
心
を
琴
弦
や
玉
壺
中
の
氷
に
譬
え
、
王
維
の
心
情
を
察
す
る
よ
う
で
あ
る
。｢

白
頭

吟｣
は
以
下
、
人
世
の
無
情
を
詠
い
、
結
句
に

｢

非
君
獨
撫
膺

(

君
の
み
独
り
膺
を
撫
す
に
は
非
ず)｣

と
慰
め
の
言
葉
で
結
ば
れ
る
。
王
維

同
様
に
捕
虜
経
験
を
持
つ
杜
甫
の
王
維
へ
の
励
ま
し
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

(�)

。

王
維
は
苦
悩
し
つ
つ
も
官
界
に
在
り
、
太
子
中
允
な
ど
に
累
遷
し
、
中
書
舎
人
の
官
に
在
っ
た
時
、
同
僚
の
賈
至
や
左
拾
遺
の
杜
甫
、

右
補
闕
の
岑
参
た
ち
と
詩
を
唱
和
し
て
い
る

(�)
。

賈
至

｢

早
朝
大
明
宮
呈
兩
省
僚
友

(�)｣
詩

(『

文
苑
英
華』

巻
一
九
〇)

王
維

｢

和
賈
舍
人
早
朝
大
明
宮
之
作｣

詩

(『

王
右
丞
文
集』

巻
二)

杜
甫

｢

奉
和
賈
至
舍
人
早
朝
大
明
宮｣

詩

(『

杜
詩
詳
註』

巻
五)

岑
参

｢

奉
和
中
書
舍
人
賈
至
早
朝
大
明
宮｣

詩

(『

四
部
叢
刊』

初
編
所
収
明
刊
本

『

岑
嘉
州
詩
集』

巻
五)

こ
の
四
詩
人
の
唱
和
は
、
乾
元
元
年
六
月
以
前
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
杜
甫
が
同
年
六
月
に
華
州
司
功
参
軍
に
左
遷

さ
れ
る
か
ら
で
あ
る

(�)
。

同
じ
頃
、
私
生
活
で
は
厳
武
と
の
交
流
が
認
め
ら
れ
る
。
厳
武
は
こ
の
時
、
京
兆
少
尹
に
就
い
て
い
る

(�)

。
王
維

｢

晩
春
嚴
少
尹
與
諸

公
見
過｣

詩

(『

王
右
丞
文
集』

巻
四)

の
第
二
聯
に

｢
烹
葵
邀
上
客

看
竹
到
貧
家

(

葵
を
烹
て
上
客
を
邀
へ

竹
を
看
て
貧
家
に
到
る)｣

と
あ

り
、
入
谷
氏
は

｢

謙
遜
に
過
ぎ
、
や
や
卑
屈
で
あ
る
の
は
王
維
に
乱
中
の
衝
撃
が
あ
っ
た
か
ら
か｣

と
述
べ
ら
れ
て
い
る

(�)

が
、
詩
題
の

｢

諸
公｣

に
は
賈
至
ら
が
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
、
王
維
が
不
在
の
折
、
厳
武
が
王
維
邸
を
訪
問
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

酬
嚴
少
尹
徐
舍
人
見
過
不
遇

厳
少
尹
、
徐
舍
人
の
過
ぎ
ら
る
る
も
遇
は
ざ
る
に
酬
ゆ

王
維

公
門
暇
日
少

窮
巷
故
人
稀

公
門

暇
日
少
く

窮
巷

故
人
稀
な
り

偶
値
乘
籃
輿

非
關
避
白
衣

偶
た
ま
た
ま

籃
輿
に
乗
る
に
値あ

ふ
も

関
し
て
白
衣
を
避
く
る
に
あ
ら
ず

不
知
炊
黍
否

誰
解
掃
荊
扉

知
ら
ず

黍
を
炊か

し

ぎ
し
や
否
や

誰
か
解よ

く
荊
扉
を
掃
は
ん

君
但
傾
茶
椀

無
妨
騎
馬
歸

君
但
だ
茶
椀
を
傾
け
よ

騎
馬
に
て
帰
る
を
妨
ぐ
る
こ
と
無
か
ら
ん

(『

王
右
丞
文
集』

巻
二)

初
句
の

｢

公
門

暇
日
少
く｣

と
は
乾
元
元
年
春
、
王
維
が
目
ま
ぐ
る
し
く
累
官
し
て
い
た
時
期
と
符
合
す
る
。
詩
全
体
は
不
在
の
詫
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び
と
留
守
中
に
失
礼
が
無
か
っ
た
か
と
い
う
こ
と
を
詠
む
が
、
こ
の
頃
、
厳
武
は
王
維
を
度
々
訪
問
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

王
維
が
官
界
に
復
帰
し
中
書
舎
人
と
な
る
ま
で
に
、
杜
甫
や
賈
至
、
厳
武
ら
と
の
交
友
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
間
、
王
維
は
な
お
も
復

帰
に
苦
悶
し
続
け
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
杜
甫
の
よ
う
に
同
情
の
眼
差
し
を
向
け
る
者
や
厳
武
の
よ
う
に
親
し
く
訪
問
す
る
友
人
が
い

た
。
交
友
関
係
は
こ
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
対
し
て
官
界
は
ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

新
た
に
発
足
し
た
粛
宗
朝
で
は
、
宦
官
の
李
輔
国
が
権
力
を
専
横
し
て
い
た

(�)

。
李
輔
国
伝

(『

旧
唐
書』

巻
一
八
四)

に
粛
宗
が
長
安
に

戻
っ
た
後
の
こ
と
と
し
て
、｢

府
縣
按
鞫
、
三
司
制
獄
、
必
詣
輔
國
取
決
、
隨
意
區
分
、
皆
稱
制
敕
、
無
敢
異
議
者

(

府
県
按
鞫
し
、
三
司

制
獄
す
る
に
、
必
ず
輔
国
に
詣
で
て
決
を
取
る
、
随
意
に
区
分
し
、
皆
制
敕
と
称
し
、
敢
へ
て
異
議
す
る
者
無
し)

。｣

と
あ
っ
て
李
輔
国
の
専
横
ぶ
り
を
伝

え
る
。
一
方
、
こ
れ
と
対
立
し
た
李
麟
は
、｢

宰
相
苗
晉
卿
、
崔
圓
已
下
懼
其
威
權
、
傾
心
事
之
、
唯
麟
正
身
謹
事
、
無
所
依
附
、
輔

國
不
悦

(

宰
相
苗
晋
卿
、
崔
円
已
下
其
の
威
権
を
懼
れ
、
心
を
傾
け
て
之
に
事
ふ
る
も
、
唯
だ
麟
の
み
身
を
正
し
事
を
謹
み
、
依
附
す
る
所
無
し
、
輔
国
悦
ば
ず)

。｣
(『

旧
唐
書』

巻
一
一
二
、
李
麟
伝)

と
し
て
李
輔
国
に
疎
ま
れ
、
乾
元
元
年
五
月
、
宰
相
を
罷
免
さ
れ
て
太
子
少
傅
と
な
っ
て
い
る
。
当
時

の
朝
廷
で
は
李
輔
国
が
一
切
の
権
力
を
専
横
し
、
政
治
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
て
い
た
。
加
え
て
、
李
輔
国
は
玄
宗
朝
の
旧
勢
力
の
排
除

を
企
て
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
王
維
、
杜
甫
、
賈
至
ら
も
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
年
六
月
に
は
、
房�
ら
旧
勢
力
が

一
掃
さ
れ
、
賈
至
や
杜
甫
も
巻
き
添
え
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
事
は
当
然
王
維
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

四

天
宝
期
か
ら
至
徳
・
乾
元
期
に
か
け
て
、
新
た
に
即
位
し
た
粛
宗
の
臣
下
ら
新
勢
力
と
玄
宗
朝
以
来
の
旧
勢
力
と
の
衝
突
は
避
け
ら

れ
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
宦
官
李
輔
国
が
権
力
を
握
っ
て
い
た
朝
廷
に
お
い
て
、
玄
宗
朝
の
旧
臣
た
ち
は
ど
の
よ
う

な
環
境
に
置
か
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
王
維
の
官
界
復
帰
後
の
交
友
関
係
を
考
え
た
際
、
そ
こ
に
挙
が
っ
た
人
物
は
玄
宗
朝
の
旧
勢

力
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
人
々
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
朝
廷
の
状
況
を
考
察
す
る
こ
と
は
、
王
維
の
置
か
れ
て
い
た
立
場
を
考

え
る
際
に
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
に
、
王
維
と
の
関
係
及
び
乾
元
年
間
に
お
け
る
事
跡
を
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

ま
ず
、
王
維
が
中
書
舎
人
の
時
、
詩
を
唱
和
し
た
賈
至
は
、
天
宝
末
年
に
中
書
舎
人
と
な
り
、
玄
宗
と
共
に
入
蜀
し

(『

旧
唐
書』

巻
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一
一
九
、
本
伝)

、｢

明
皇
令
肅
宗�
位
詔｣

(『

唐
大
詔
令
集

(�)』

巻
三
十)

を
撰
し
て
お
り
、
玄
宗
側
近
の
一
人
と
考
え
ら
れ
る
。
賈
至
は
粛
宗

朝
で
も
中
書
舎
人
の
官
に
就
い
て
い
た
が
、
王
維
、
杜
甫
ら
と
唱
和
し
て
間
も
な
く
、
汝
州
刺
史
に
左
遷
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

(�)

。

ま
た
、
賈
至
、
王
維
ら
と
唱
和
し
た
杜
甫
も
同
年
六
月
に
華
州
司
功
参
軍
に
貶
さ
れ
た
。
杜
甫
の
左
遷
は
、
六
月
に
房�
ら
玄
宗
の

旧
臣
が
一
斉
に
左
遷
さ
れ
た
事
件
と
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る

(�)

。
房�
ら
の
左
遷
に
つ
い
て
は
、

太
子
少
師
房�
既
失
職
、
頗
怏
怏
、
多
稱
疾
不
朝
。
而
賓
客
朝
夕
盈
門
、
其
黨
爲
之
揚
言
於
朝
云
、�
有
文
武
才
、
宜
大
用
。
上

聞
而
惡
之
、
下
制
數�
罪
、
貶�
州
刺
史
。
前
祭
酒
劉
秩
貶�
州
刺
史
、
京
兆
尹
嚴
武
貶
巴
州
刺
史
。
皆�
黨
也
。

太
子
少
師
房�
既
に
失
職
し
て
、
頗
る
怏
怏
た
り
て
、
多
く
疾
と
称
し
朝
せ
ず
。
而
し
て
賓
客
朝
夕
門
に
盈
ち
、
其
の
党
之
が
為
に
言
を
朝
に
揚
げ
て
云
ふ

に
、�
文
武
の
才
有
り
、
宜
し
く
大
い
に
用
ふ
べ
し
と
。
上

聞
き
て
之
を
悪に

く

み
、
制
を
下
し�
の
罪
を
数せ

め
、�

州
刺
史
に
貶
す
。
前
祭
酒
劉
秩
は�
州
刺

史
に
貶
せ
ら
れ
、
京
兆
尹
厳
武
は
巴
州
刺
史
に
貶
せ
ら
る
。
皆�
の
党
な
り
。

(『

資
治
通
鑑』

巻
二
二
〇
、
粛
宗
乾
元
元
年
六
月
条)

と
見
え
る
。
房�
は
賊
軍
が
長
安
を
攻
略
し
た
時
、
蒙
塵
す
る
玄
宗
に
追
い
つ
き
、
宰
相
に
任
官
さ
れ
た
が
、
至
徳
元
載

(

七
五
六)

十
月
、
賊
軍
に
大
敗
し
翌
年
五
月
に
宰
相
を
罷
免
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
病
と
称
し
、
朝
廷
に
出
仕
し
な
か
っ
た

(『

旧
唐
書』

巻
一
一
一
、

本
伝)

。『

資
治
通
鑑』

に
よ
れ
ば
、
房�
の
下
に
集
っ
た
賓
客
た
ち
が

｢�
文
武
の
才
有
り
、
宜
し
く
大
い
に
用
ふ
べ
し｣

と
粛
宗

に
薦
め
、
却
っ
て
粛
宗
に
疎
ん
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
旧
勢
力
の
存
在
は
、
李
輔
国
ら
新
勢
力
に
と
っ
て
目
障
り
な
存
在
で
あ
っ

た
だ
ろ
う
。
引
用
文
中
、
劉
秩
、
厳
武
の
名
が
挙
が
っ
て
い
る
が
、
劉
秩
は
房�
が
賊
軍
に
大
敗
し
た
時
の
参
謀
で
あ
っ
た

(『

旧
唐
書』

巻
一
一
一
、
房�
伝)

。
ま
た
、
房�
の
軍
中
に
は
前
に
挙
げ
た
賈
至
も
判
官
と
し
て
従
軍
し
て
い
た

(『

旧
唐
書』

巻
一
一
一
、
房�
伝)

。
賈

至
が
汝
州
刺
史
に
左
遷
さ
れ
た
こ
と
も
房�
に
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

厳
武
と
房�
の
関
係
に
つ
い
て
、
厳
武
伝

(『

旧
唐
書』

巻
一
一
七)

に

｢

宰
相
房�
以
武
名
臣
之
子
、
素
重
之
、
…
…
累
遷
給
事
中

(

宰
相
房�
武
の
名
臣
の
子
な
る
を
以
て
、
素
よ
り
之
を
重
ん
じ
、
…
…
給
事
中
に
累
遷
せ
し
む)

。｣

と
、
房�
は
厳
武
を
給
事
中
に
抜
擢
し
て
い
る
。

厳
武
も
房�
と
つ
な
が
り
を
持
つ
旧
勢
力
の
一
人
で
あ
っ
た
。

杜
甫
と
房�
の
関
係
は
、
杜
甫
伝

(『

新
唐
書』

巻
二
〇
一)

に

｢

與
房�
爲
布
衣
交

(

房�
と
布
衣
の
交
は
り
を
為
す)

。｣

と
見
え
、
至
徳

二
載
五
月
、
房�
が
宰
相
を
罷
免
さ
れ
た
こ
と
を
弁
護
し
、
粛
宗
に
疎
ま
れ
て
い
る
。
杜
甫
も
房�
の
一
味
と
見
な
さ
れ
、
そ
の
巻
き

添
え
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。

王
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そ
し
て
、
房�
と
王
維
も
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
二
人
の
交
流
は
開
元
年
間
に
遡
る
。
王
維
が
済
州
司
倉
参
軍
の
官

を
辞
め
、
各
地
を
転
々
と
し
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
王
維

｢

贈
房
盧
氏�｣

詩

(『

王
右
丞
文
集』

巻
三)

は
房�
の
盧
氏

(

河
南
省
盧
氏
県)

で
の
治
績
を
讃
え
る
内
容
で
あ
る
。
乾
元
年
間
に
両
者
の
交
流
を
示
す
作
品
は
見
い
出
し
難
い
が
、
房�
と
無
関
係
と
は
言
い
難
い

(�)

。

果
た
し
て
、
王
維
と
交
流
の
あ
っ
た
人
々
は
玄
宗
朝
の
旧
臣
で
あ
り
、
さ
ら
に
粛
宗
の
朝
廷
か
ら
次
々
と
排
除
さ
れ
て
い
っ
た
。
房

�
ら
旧
勢
力
が
左
遷
の
憂
き
目
に
遭
っ
た
の
は
、
王
維
が�
川
荘
を
手
放
す
約
半
年
前
に
当
た
る
。
こ
こ
で
王
維
の
官
界
で
の
立
場
と

�
川
荘
を
手
放
す
こ
と
を
直
接
結
び
付
け
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
が
、
王
維
自
身
が
玄
宗
朝
の
旧
臣
で
あ
り
、
房�
や
杜
甫
ら

と
の
交
友
も
あ
っ
た
た
め
、
当
時
の
王
維
に
と
っ
て
大
き
な
圧
力
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
大
い
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

旧
臣
排
除
の
影
響
は
、
王
維
が�
川
荘
を
手
放
し
た
後
も
続
い
て
い
た
。
王
維
、
賈
至
ら
と
共
に
唱
和
し
た
岑
参
の
左
遷
で
あ
る
。

岑
参
は
、
粛
宗
の
鳳
翔
の
行
在
所
で
杜
甫
ら
の
推
薦
を
受
け
、
右
補
闕
に
任
官
し
た

(�)

。
杜
確

｢

岑
嘉
州
詩
集
序｣

(『

岑
嘉
州
詩
集』

巻
首)

に
は
、｢

入
爲
右
補
闕
、
頻
上
封
章
、
指
述
權
佞

(

入
り
て
右
補
闕
と
為
り
、
頻
り
に
封
章
を
上
り
、
権
佞
を
指
述
す)

。｣

と
あ
り
、｢

権
佞｣

は
房

�
ら
旧
勢
力
と
対
極
に
あ
っ
た
李
輔
国
ら
新
勢
力
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
岑
参
は
乾
元
二
年
四
月
に�
州
長
史
と
な
り
、
五
月
に
着

任
し
た

(�)
。
岑
参
も
杜
甫
ら
と
同
様
、
新
勢
力
に
と
っ
て
目
障
り
な
旧
勢
力
と
見
な
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

同
じ
く
旧
勢
力
に
属
し
た
韋
陟
は
、
杜
甫
が
房�
を
弁
護
し
た
際
、
顔
真
卿
ら
と
共
に
杜
甫
を
尋
問
し
、
粛
宗
に
杜
甫
は
職
務
に
忠

実
で
あ
っ
た
旨
を
奏
上
し
た
が
、
粛
宗
に
疎
ま
れ
た
。
韋
陟
は
王
維
と
は
早
く
か
ら
交
友
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。｢

于
時
才
名
之
士

王
維
、
崔�
、
盧
象
等
、
常
與
陟
唱
和
遊
處

(

時
に
才
名
の
士
王
維
、
崔�
、
盧
象
等
、
常
に
陟
と
遊
処
に
唱
和
す)

。｣
(『

旧
唐
書』

巻
九
二
、
韋
陟
伝)

と
あ
っ
て
、
彼
ら
の
交
友
は
開
元
年
間
に
遡
る
と
考
え
ら
れ
る
。
天
宝
時
代
に
は
、
韋
陟
は
幾
度
も
左
遷
さ
れ
て
お
り

(『

旧
唐
書』

巻

九
二
、
本
伝)

、
王
維
に
は

｢

奉
寄
韋
太
守
陟｣

詩

(『

王
右
丞
文
集』
巻
三)

が
あ
る
。
韋
陟
は
乾
元
二
年
七
月
に
東
京
留
守
と
な
り
、
王

維
は

｢

送
韋
大
夫
東
京
留
守｣

詩

(『

王
右
丞
文
集』

巻
五)

を
贈
っ
て
い
る
。
ま
た
、
韋
陟
の
弟
に
韋
斌
が
お
り
、
王
維
と
共
に
賊
軍
の

捕
虜
と
な
っ
た
が
、
韋
斌
は
安
禄
山
の
偽
官
を
受
け
賊
中
で
憂
憤
死
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
王
維

｢

大
唐
故
臨
汝
郡
太
守
贈
秘
書

監
京
兆
韋
公
神
道
碑
銘
并
序｣

(『

王
右
丞
文
集』

巻
九)

に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
節
に
、

君
子
爲
投
檻
之�
、
小
臣
若
喪
家
之
狗
。
僞
疾
將
遁
、
以
猜
見
囚
。
勺
飲
不
入
者
一
旬
、
穢
溺
不
離
者
十
月
、
白
刃
臨
者
四
至
、

赤
棒
守
者
五
人
。
刀
環
築
口
、
戟
枝
叉
頸
。
縛
送
賊
庭
。
…
…
公
哀
予
微
節
、
私
予
以
誠
、
推
食
飯
我
、
致
館
休
我
。
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君
子
は
投
檻
の
猿
と
為
り
、
小
臣
は
喪
家
の
狗
の
若
し
。
偽
疾
も
て
将
に
遁の

が

れ
ん
と
す
る
に
、
猜

う
た
が

ひ
を
以
て
囚
は
る
。
勺
飲
入
ら
ざ
る
者こ

と

一
旬
、
穢
溺
離
れ
ざ

る
者こ

と

十
月
、
白
刃
も
て
臨
む
者
四
至
し
、
赤
棒
も
て
守
る
者
五
人
。
刀
環
口
を
築つ

き
、
戟
枝
頸
に
叉ま

じ

は
る
。
縛
ら
れ
賊
庭
に
送
ら
る
。
…
…
公
予
の
微
節
を
哀

し
み
、
予
に
私
す
る
に
誠
を
以
て
し
、
食
を
推
し
て
我
に
飯
し
、
館
を
致
し
て
我
を
休
め
し
む
。

こ
こ
で
、
君
子
は
韋
斌
を
、
小
臣
は
王
維
を
指
し
、
二
人
が
体
験
し
た
賊
中
で
の
過
酷
な
捕
虜
生
活
が
記
さ
れ
、
韋
斌
が
自
分
の
た
め

に
食
事
や
館
の
世
話
を
し
て
く
れ
た
こ
と
が
判
る
。
弟
韋
斌
は
賊
中
に
在
っ
て
王
維
と
苦
難
を
共
に
し
、
時
に
は
王
維
に
救
い
の
手
を

差
し
伸
べ
る
存
在
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
兄
韋
陟
と
の
親
交
が
あ
っ
た
こ
と
も
充
分
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

こ
う
し
て
、
王
維
が�
川
荘
を
手
放
し
た
前
後
、
交
流
の
あ
っ
た
人
々
は
次
々
と
朝
廷
か
ら
消
さ
れ
て
い
っ
た
。
粛
宗
朝
で
は
李
輔

国
が
権
力
を
握
り
新
勢
力
が
台
頭
し
、
旧
勢
力
と
新
勢
力
の
対
立
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
充
分
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
玄
宗
朝
の
旧

臣
で
あ
っ
た
王
維
の
友
人
達
は
左
遷
の
憂
き
目
に
遭
っ
て
い
る
。
こ
の
時
、
王
維
は
自
身
に
迫
る
危
険
を
確
実
に
察
知
し
て
い
た
の
で

は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。五

房�
ら
の
排
斥
は
王
維
が�
川
荘
を
手
放
し
た
間
接
的
な
要
因
と
解
釈
で
き
そ
う
だ
が
、�
川
荘
を
手
放
す
に
至
る
直
接
の
理
由
と

は
考
え
難
い
。
よ
り
深
刻
な
理
由
が�
川
荘
を
手
放
す
ま
で
の
半
年
間
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
王
維
が
官
界
に
在
っ
た
こ

と
を
加
味
す
れ
ば
、
よ
り
直
接
の
原
因
は
や
は
り
朝
廷
内
に
存
し
た
の
で
あ
る
。

粛
宗
朝
に
お
け
る
宦
官
李
輔
国
の
専
横
は
前
節
に
触
れ
た
が
、
そ
の
専
横
の
様
子
を
取
り
上
げ
れ
ば
、

李
輔
國
用
權
、
制
詔
或
不
出
中
書
、
百
司
莫
敢
覆
。

李
輔
国

権
を
用
ひ
、
制
詔
或
は
中
書
よ
り
出
で
ず
、
百
司
敢
へ
て
覆
す
莫
し
。

(『

新
唐
書』

巻
一
三
一
、
李�
伝)

毎
日
於
銀
臺
門
決
天
下
事
、
…
…
禁
中
符
印
、
悉
佩
之
出
入
。
縱
有
敕
、
輔
國
押
署
、
然
後
施
行
。

毎
日
銀
台
門
に
於
い
て
天
下
の
事
を
決
し
、
…
…
禁
中
の
符
印
は
、
悉
く
之
を
佩
し
て
出
入
す
。
縦
へ
敕
有
れ
ど
も
、
輔
国
押
署
し
て
、
然
る
後
施
行
す
。

(『

旧
唐
書』

巻
一
一
二
、
李�
伝)
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置
察
事
廳
子
數
十
人
、
官
吏
有
小
過
、
無
不
伺
知
、
即
加
推
訊
。

察
事
庁
子
数
十
人
を
置
き
、
官
吏
に
小
過
有
る
に
、
伺
ひ
知
ら
ざ
る
は
無
く
、
即
ち
推
訊
を
加
ふ
。

(『

旧
唐
書』

巻
一
八
四
、
李
輔
国
伝)

こ
の
よ
う
に
宦
官
李
輔
国
は
政
治
権
力
を
恣
に
し
、
間
者
数
十
人
を
使
い
官
吏
を
監
視
す
る
有
様
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
上
元
年
間
に
は
、

玄
宗
が
郭
英
乂
ら
旧
臣
を
招
い
た
宴
を
謀
議
で
あ
る
と
粛
宗
に
奏
上
し
、
玄
宗
を
西
内
に
幽
閉
す
る

(『

旧
唐
書』

巻
一
八
四
、
李
輔
国
伝)

。

玄
宗
で
さ
え
も
こ
の
よ
う
で
あ
れ
ば
、
旧
臣
た
ち
に
と
っ
て
、
李
輔
国
の
専
横
は
一
層
脅
威
で
あ
っ
た
に
違
い
な
く
、
王
維
も
そ
の
例

外
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
李
輔
国
の
部
下
の
一
人
、
毛
若
虚
は
非
情
な
酷
吏
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

審
國
用
不
足
、
上
策
徴�
財
貨
、
有
潤
於
公
者
、
日
有
進
奉
、
…
…
毎
推
一
人
、
未
鞫
、
即
先
收
其
家
資
、
以
定
贓
數
、
不
滿
望
、

即
攤
徴
郷
里
近
親
。

国
用
の
不
足
を
審
ら
か
に
し
、
策
を
上
り
財
貨
を
徴
剥
し
、
公
よ
り
潤
ふ
者
有
ら
ば
、
日
に
進
奉
す
る
こ
と
有
り
て
、
…
…
一
人
を
推
す
毎
に
、
未
だ
鞫た

だ

さ
ざ

る
に
、
即
ち
先
づ
其
の
家
資
を
収
め
、
以
て
贓
数
を
定
め
、
望
み
に
満
た
ざ
れ
ば
、
即
ち
郷
里
近
親
を
攤
徴
す
。(『

旧
唐
書』

巻
一
八
六
、
毛
若
虚
伝)

彼
は
富
む
者
が
あ
れ
ば
財
貨
を
召
し
上
げ
、
訊
問
の
正
否
が
定
ま
る
前
に
全
て
の
財
産
を
奪
っ
て
し
ま
う
人
物
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、

も
し
李
輔
国
に
睨
ま
れ
、
毛
若
虚
に
目
を
付
け
ら
れ
れ
ば
、
王
維
は
全
て
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、�
川
荘
を

経
営
し
続
け
る
こ
と
は
困
難
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
。
粛
宗
朝
で
は
旧
勢
力
が
排
斥
さ
れ
、
新
勢
力
の
王
維
に
対
す
る
目
は
や
は
り

厳
し
く
、
過
失
が
あ
れ
ば
李
輔
国
ら
の
餌
食
と
な
っ
て
し
ま
う
。
王
維
の
置
か
れ
た
状
況
を
考
え
る
と
き
、�
川
荘
を
手
放
す
こ
と
は

母
の
追
善
の
外
に
、
実
は
自
ら
の
保
身
と�
川
荘
の
保
全
の
手
段
で
は
な
か
っ
た
か
と
の
疑
念
が
湧
く
。

�
川
荘
を
手
放
す
半
年
前
の
夏
、
王
維
は
故
陳
希
烈
の
山
荘
で
あ
っ
た
福
賢
観
、
天
長
寺
を
訪
れ
て
い
る
。

和
宋
中
丞
夏
日
遊
福
賢
觀
天
長
寺

即
陳
左
相
宅
所
施
之
作

王
維

宋
中
丞
が
夏
日
福
賢
観
、
天
長
寺
に
遊
ぶ
に
和
す

即
ち
陳
左
相
が
宅
を
施
す
所
の
作

已
相
殷
王
国

空
餘
尚
父
渓

已
に
殷
王
の
国
に
相
と
な
り

空
し
く
餘
す

尚
父
の
渓

釣
磯
開
月
殿

築
道
出
雲
梯

釣
磯

月
殿
を
開
き

築
道

雲
梯
よ
り
出
づ

積
水
浮
香
象

深
山
鳴
白�
積
水

香
象
浮
び

深
山

白
鶏
鳴
く

�
空
陳
伎
樂

衣
服
製
虹
霓

(�)

虚
空

伎
楽
を
陳つ

ら

ね

衣
服

虹
霓
を
製
す
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墨
點
三
千
界

丹
飛
六
一
泥

墨
は
点
ず

三
千
界

丹
は
飛
ぶ

六
一
泥

桃
源
勿
遽
返

再
訪
恐
君
迷

桃
源

遽
か
に
返
る
勿
か
れ

再
訪
し
て
君
の
迷
は
ん
こ
と
を
恐
る

(『

王
右
丞
文
集』

巻
二)

宋
中
丞
と
は
、
宋
若
思
で
あ
る
。
房�
が
賊
軍
に
大
敗
し
た
折
、
判
官
と
し
て
従
軍
し
て
い
た

(『

旧
唐
書』

巻
一
一
一
、
房�
伝)

。
題
下

の

｢

即
ち
陳
左
相
が
宅
を
施
す
所
の
作｣

は
王
維
の
自
注
で
あ
る
。
陳
希
烈
は
天
宝
六
載

(

七
四
七)

〜
十
三
載

(

七
五
四)

ま
で
左
相

で
あ
っ
た
が

(『
新
唐
書』

巻
六
二
、
宰
相
表)

、
天
宝
十
一
載

(

七
五
二)

に
李
林
甫
が
逝
去
し
、
代
わ
っ
て
楊
国
忠
が
宰
相
に
就
任
し
て
い

た
。
楊
国
忠
は
天
宝
十
二
載

(

七
五
三)

、
李
林
甫
の
官
爵
を
削
り
、
一
族
を
流
貶
し
た
上
、
李
林
甫
が
胡
族
と
反
乱
を
企
て
て
い
た
と

誣
告
し
て
い
る

(『

旧
唐
書』

巻
九
、
玄
宗
本
紀)

。
陳
希
烈
は
李
林
甫
の
引
き
立
て
で
宰
相
と
な
り
、
天
宝
十
三
載
に
宰
相
を
罷
免
さ
れ
太

子
太
師
と
な
る
が

(『

旧
唐
書』
巻
九
七
、
本
伝)

、
李
林
甫
の
扱
い
と
は
雲
泥
の
差
で
あ
る
。
王
維
の
自
注
で
は
、
陳
希
烈
が
邸
宅
を
施
し

た
の
は
左
相
で
あ
っ
た
時
と
考
え
ら
れ
、
玄
宗
朝
で
は
道
教
が
重
ん
じ
ら
れ
た

(『

旧
唐
書』

巻
九
、
玄
宗
本
紀)

こ
と
か
ら
、
陳
希
烈
が

邸
宅
を
施
し
道
観
と
し
た

(�)
こ
と
は
、
楊
国
忠
か
ら
の
排
撃
を
回
避
す
る
一
助
と
な
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

王
維
の
場
合
、
李
輔
国
ら
が
専
横
す
る
朝
廷
に
在
っ
て
、
玄
宗
朝
の
旧
臣
で
あ
る
自
ら
の
保
身
を
図
ら
ね
ば
な
ら
な
い
環
境
に
あ
っ

た
こ
と
は
充
分
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
加
え
て
、
李
輔
国
は
仏
教
を
信
奉
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

輔
國
不
茹
葷
血
、
常
爲
僧
行
、
視
事
之
隙
、
手
持
念
珠
、
人
皆
信
以
爲
善
。

輔
国

葷
血
を
茹く

ら
は
ず
、
常
に
僧
行
を
為
し
、
視
事
の
隙
に
、
手
に
念
珠
を
持
し
、
人
皆
信
に
以
為

お

も

へ
ら
く
善
し
と
。(『

旧
唐
書』

巻
一
八
四
、
本
伝)

李
輔
国
が
仏
教
信
者
で
あ
っ
た
か
は
、
真
偽
の
ほ
ど
は
不
明
だ
が
、
仮
に
見
せ
か
け
で
あ
っ
た
と
し
て
も
王
維
の�
川
荘

｢

喜
捨｣

は

正
当
な
行
為
に
他
な
ら
な
い
。
ま
た
、｢

請
施
莊
爲
寺
表｣
に
粛
宗
へ
の
報
恩
に
も
言
及
し
、
国
家
に
尽
力
し
た
い
旨
を
記
し
た
理
由

も
李
輔
国
ら
を
意
識
し
て
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。
翻
っ
て
、
前
の
王
維
詩
に
描
か
れ
た
福
賢
観
、
天
長
寺
は
陳
希
烈
の

死
後
、
な
お
静
か
に
佇
み
、
さ
ら
に
尾
聯
に
桃
源
と
呼
ぶ
よ
う
に
美
麗
な
姿
を
止
め
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
と
す
れ
ば
、
王
維
に
お
い

て
も
半
年
前
に
見
た
陳
希
烈
邸
か
ら�
川
荘
を
喜
捨
す
る
こ
と
を
思
い
立
つ
契
機
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
は
し
な
い
か
。

ま
た
、
王
維
が�
川
荘
を
経
営
し
た
目
的
は
、
母
の
仏
道
修
養
以
外
に
、
自
己
の
隠
棲
へ
の
希
求
を
満
た
す
た
め
で
も
あ
っ
た
が
、

こ
こ
で
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、�
川
荘
が
荘
園
の
機
能
も
有
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。�
川
荘
の
前
所
有
者
で
あ
っ
た
宋
之
問

｢

藍
田

山
莊｣

詩

(『

全
唐
詩』

巻
五
二)

に
、

王
維
の�
川
荘

｢

喜
捨｣

と
宦
官
李
輔
国
の
専
横
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考
室
先
依
地

爲
農
且
用
天

室
を
考な

す
に
先
づ
地
に
依
り

農
を
為
す
に
且
つ
天
を
用
ふ

�
川
朝
伐
木

藍
水
暮
澆
田�
川

朝
に
木
を
伐
り

藍
水

暮
に
田
に
澆
ぐ

と
、
木
材
を
伐
り
灌
漑
す
る
こ
と
が
詠
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
王
維
詩
に
は
、

漠
漠
水
田
飛
白
鷺

陰
陰
夏
木
囀��
漠
漠
た
る
水
田
に
白
鷺
飛
び

陰
陰
た
る
夏
木
に
黄�
囀
る

｢

積
雨�
川
莊
作｣

詩

(『

王
右
丞
文
集』

巻
四)

不
到
東
山
向
一
年

歸
來
才
及
種
春
田

東
山
に
到
ら
ざ
る
こ
と
一
年
に
向な

ん

な
ん
と
し

帰
来
し
て
才
に
春
田
に
種
う
る
に
及

ぶ

｢�
川
別
業｣

詩

(『

王
右
丞
文
集』

巻
四)

開
畦
分
白
水

間
柳
發
紅
桃

畦
を
開
き
白
水
を
分
け

柳
に
間ま

じ

は
り
て
紅
桃
発
す

草
際
成
棋
局

林
端
舉
桔�
草
際
に
棋
局
を
成
し

林
端
に
桔�
を
挙
ぐ

｢

春
園
即
事｣

詩

(『

王
右
丞
文
集』

巻
四)

持
斧
伐
遠
揚

(�)
荷
鋤
覘
泉
脈

斧
を
持
し
て
遠
揚
を
伐
り

鋤
を
荷
ひ
て
泉
脈
を
覘

う
か
が
ふ

｢

春
中
田
園
作｣

詩

(『

王
右
丞
文
集』

巻
四)

な
ど
の
表
現
が
見
え
、�
川
荘
は
田
畑
を
備
え
た
荘
園
の
機
能
も
併
せ
持
っ
て
い
た
こ
と
が
看
取
で
き
る
。
か
つ
王
維
が
母
を
住
ま
わ

せ
た
こ
と
も
考
慮
す
る
と
、�
川
荘
は
王
維
に
と
っ
て
の
本
拠
地
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ

れ
ば
、
王
維
が�
川
荘
を
手
放
す
こ
と
は
、
そ
の
最
大
の
収
入
源
を
手
放
す
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
世
事
に
執
着
し
な
い
こ
と
、

権
力
の
中
心
か
ら
身
を
引
く
意
志
を
表
明
す
る
こ
と
と
解
せ
る
の
で
は
な
い
か
。
半
官
半
隠
と
称
さ
れ
る
王
維
は
、�
川
荘
を
手
放
し

た
時
、
山
林
で
隠
棲
す
る
隠
者
の
姿
を
も
捨
て
、
官
吏
と
し
て
も
政
治
と
一
線
を
画
し
た
存
在
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
を
要
す
る
に
、
王
維
に
と
っ
て�
川
荘
を
手
放
す
こ
と
は
、
仏
法
を
奉
じ
母
を
弔
う
た
め
で
あ
り
、
ま
た
国
恩
に
報
い
る
た
め

で
あ
っ
た
こ
と
は
紛
れ
な
い
事
実
で
あ
ろ
う
が
、
宗
教
行
為
で
あ
る

｢
喜
捨｣

は
、
自
ら
の
保
身
と
と
も
に�
川
荘
の
美
し
い
姿
を
残

す
た
め
の
最
後
の
手
段
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
王
維
は
、
自
ら
の
分
身
と
も
言
う
べ
き
美
し
い�
川
荘
の
姿
を
い
つ
ま
で
も
残

し
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
か
く
し
て
王
維
は
、
こ
の
上
な
い
苦
渋
の
決
断
の
下
、�
川
荘
を
手
放
し
た
の
で
あ
っ
た
。

中
国
文
学
論
集

第
三
十
五
号

28



― ―

注

(
１)

杜
甫
の
詩
文
の
引
用
は
、
仇
兆
鰲

『

杜
詩
詳
註』

(

中
華
書
局
、
一
九
七
九
年
排
印
本)

を
底
本
と
し
、
適
宜
諸
本
を
参
看
し
た
。

(

２)
崔
氏
に
は
二
説
あ
る
。
陳
貽�｢
王
維
生
平
事
迹
初
探｣

(『

唐
詩
論
叢』

湖
南
人
民
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
所
収
、
一
〇
八
頁)

は
崔
興

宗
と
し
、
入
谷
仙
介『

王
維
研
究』

(

創
文
社
、
一
九
七
六
年
、
五
九
九
頁)

は
崔
季
重
と
す
る
。

(

３)

本
稿
に
お
け
る
王
維
の
年
時
考
証
に
つ
い
て
は
、
主
に
陳
鉄
民

｢

王
維
年
譜｣

(『

王
維
新
論』

北
京
師
範
学
院
出
版
社
、
一
九
九
〇
年

所
収)

を
参
照
し
た
。

(

４)

王
維
の
詩
文
の
引
用
は
、
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
宋
麻
沙
本

『

王
右
丞
文
集』

(

汲
古
書
院
、
二
〇
〇
五
年
影
印
本)

を
底
本
と
し
、
適
宜
諸

本
を
参
看
し
た
。

(

５)

王
維
が
罪
を
許
さ
れ
て
後
も
苦
悶
し
続
け
た
こ
と
は
、
入
谷
仙
介

『

王
維
研
究』

第
十
四
章

｢

晩
年
の
王
維｣

に
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。

(

６)
『

王
右
丞
文
集』

は

｢

大｣
と
す
る
。
趙
殿
成

『

王
右
丞
集
箋
注』

(

上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
四
年
排
印
本)

巻
十
七
に
従
う
。

(

７)
『

王
右
丞
文
集』

は

｢

試｣

と
す
る
。
趙
殿
成

『

王
右
丞
集
箋
注』

巻
十
七
に
従
う
。

(

８)
『

王
右
丞
文
集』

は

｢

訓｣

と
す
る
。
趙
殿
成

『

王
右
丞
集
箋
注』

巻
十
七
に
従
う
。

(

９)

趙
殿
成

『

王
右
丞
集
箋
注』

附
録
の
年
譜
は
、
集
賢
殿
学
士
を
記
さ
な
い
。
陳
鉄
民

｢

王
維
年
譜｣

に
よ
り
補
っ
た
。

(

10)

四
川
省
文
史
研
究
館
編

『

杜
甫
年
譜』

(

四
川
人
民
出
版
社
、
一
九
五
八
年)

を
参
照
し
た
。

(

11)

吉
川
幸
次
郎

『

杜
甫
詩
注』

第
五
冊

(

筑
摩
書
房
、
一
九
八
三
年)

、
二
〇
〇
頁
を
参
照
。

(

12)

王
維
復
官
時
の
周
囲
の
王
維
評
価
に
つ
い
て
は
、
胡
可
先

『

政
治
興
変
与
唐
詩
演
化』

(

中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年)

の

｢

王
維
与
安
史
之
乱｣

に
詳
し
い
。

(

13)

趙
殿
成

『

王
右
丞
集
箋
注』

巻
十
所
収
の
賈
至

｢

早
朝
大
明
宮
呈
兩
省
僚
友｣

詩
、｢

兩
省｣

の
注
に
、｢

成
按
、
至
徳
二
年マ
マ

十
月
、
肅

宗
入
京
師
。
明
年
改
元
乾
元
。
是
時
賈
至
爲
中
書
舎
人
、
杜
甫
爲
右マ
マ

拾
遺
。
皆
有
史
傳
歳
月
可
證
。
王
維
之
爲
中
書
舎
人
爲
給
事
、
岑

参
之
爲
右
補
闕
、
其
歳
月
無
考
。
要
亦
當
在
是
時
、
皆
兩
省
官
也
。
是
年
六
月
、
甫
貶
華
州
司
功
參
軍
、
則
四
詩
之
唱
和
、
正
在
乾
元

元
年
戊
戌
之
春
中
也
。｣

と
あ
る
。
杜
甫

｢

奉
和
賈
至
舍
人
早
朝
大
明
宮｣
詩

(『

杜
詩
詳
註』

巻
五)

は
乾
元
元
年
の
作
と
さ
れ
る
。

ま
た
、
聞
一
多

｢

岑
嘉
州
系
年
考
証｣

(『

聞
一
多
全
集』

湖
北
人
民
出
版
社
、
一
九
九
三
年
所
収)

、
傅��

｢

賈
至
考｣

(『

唐
代
詩
人

王
維
の�
川
荘

｢

喜
捨｣

と
宦
官
李
輔
国
の
専
横
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叢
考』

中
華
書
局
、
二
〇
〇
三
年
所
収)

等
を
参
照
。
王
維
が
中
書
舎
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
陳
鉄
民

｢

王
維
年
譜｣

、｢

王
維
生
平
五

事
考
弁｣

(『

王
維
新
論』

所
収)

、
伊
藤
正
文

『

審
美
詩
人

王
維』

(

集
英
社
、
一
九
八
三
年)

、
二
四
五
〜
二
四
六
頁
に
従
っ
た
。

(

14)
『

文
苑
英
華』

は
詩
題
を

｢

早
朝
大
明
宮｣

と
す
る
。
趙
殿
成

『

王
右
丞
集
箋
注』

巻
十
に
従
っ
た
。

(

15)

四
川
省
文
史
研
究
館
編

『

杜
甫
年
譜』

を
参
照
。

(

16)

陳
冠
明

｢
厳
武
行
年
考｣

(『

杜
甫
研
究
学
刊』

、
一
九
九
六
年
第
二
期
、
総
第
四
八
期)

を
参
照
。

(

17)
『

王
維
研
究』
三
六
三
頁
。

(

18)

当
時
の
政
情
に
つ
い
て
、
吉
川
幸
次
郎

『

杜
甫
詩
注』

第
四
冊

｢

は
し
が
き
一｣

(

筑
摩
書
房
、
一
九
八
〇
年)

、
任
士
英

『

唐
代
玄
宗

粛
宗
之
際
的
中
枢
政
局』

(

社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年)

第
六
篇

｢

唐
粛
宗
時
期
的
中
枢
政
局｣

等
を
参
照
。

(

19)

楊
家
駱
主
編
、
鼎
文
書
局
、
一
九
七
八
年
。

(

20)

傅��
｢

賈
至
考｣

を
参
照
。

(

21)

吉
川
幸
次
郎

『

杜
甫
詩
注』

第
五
冊
｢

序
説｣

四
八
〜
四
九
頁
、
陳
鉄
民

｢

従
王
維
的
交
游
看
他
的
志
趣
和
政
治
態
度｣

(『

王
維
新
論』

所
収
、
八
〇
〜
八
一
頁)

、
陳
冠
明

｢
房�
行
年
考

(

続)｣
(『

杜
甫
研
究
学
刊』

、
一
九
九
八
年
第
二
期
、
総
第
五
六
期)

等
を
参
照
。

(

22)

他
に
房�
に
言
及
す
る
作
品
に｢

送
衡
嶽�
公
南
歸
詩
序｣

(『

王
右
丞
文
集』

巻
八)

が
あ
る
。
陳
鉄
民『

王
維
集
校
注』

(

中
華
書
局
、

一
九
九
七
年)

第
二
冊
、
三
三
四
頁
は
天
宝
十
二
載

(

七
五
三)

の
作
と
す
る
。

(

23)
『

杜
詩
詳
註』

巻
二
五
所
収

｢

爲
補
遺
薦
岑
參�

｣
、
吉
川
幸
次
郎

『

杜
甫
詩
注』

第
四
冊
、
二
二
〜
二
三
頁
等
を
参
照
。

(

24)

聞
一
多

｢

岑
嘉
州
系
年
考
証｣

を
参
照
。

(

25)
『

王
右
丞
文
集』

は

｢

電｣

と
す
る
。
趙
殿
成

『

王
右
丞
集
箋
注』

巻
十
に
従
う
。

(

26)

胡
可
先
前
掲
書
は
陳
希
烈
の
死
後
と
す
る
が
、
筆
者
は
王
維
の
自
注
及
び

『

資
治
通
鑑』

巻
二
一
六
、
玄
宗
天
宝
九
載
十
月
条
に
、
李

林
甫
ら
群
臣
が
邸
を
施
し
道
観
と
し
た
記
事
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
存
命
中
と
考
え
る
。

(

27)
『

王
右
丞
文
集』

は

｢

楊｣

と
す
る
。
趙
殿
成

『

王
右
丞
集
箋
注』

巻
三
に
従
う
。

中
国
文
学
論
集

第
三
十
五
号
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